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						成り立ち

一応近くの小学校で鹿教湯温泉について勉強したり

地域の方から話を聞いたりするのですが

最初に僕が教えられてきた歴史としては



狩人が鹿を追いかける→鹿の足に矢が当たる→逃げた鹿を追いかけ続けたところ温泉とそこに入っている鹿を発見する→入ってみたら狩人のケガも治る



といったざっとした歴史というか言い伝えでしたが

信心深い狩人に鹿に化けた文殊菩薩が温泉の場所を教えたという言い伝えが詳しい言い伝えのようです。

小さいときの僕は

「なんでケガさせてきた相手に優しくするんだ？」

と不思議でしたが、ちゃんとした理由があって納得出来て良かったです。



発展

昔も昔は旅人が立ち寄り泊まる場所として、

そして温泉を目当てに来る旅人に宿を提供して発展していったと伝えられました。

今ではトンネルが開通して立ち寄るということは少なくなりましたが、

コロナ前は温泉を目当てにしてきた人や外国人が来ていたみたいです。

今の時世だと厳しいものがありますね。







参考にしたのは以下のサイトです

https://kajika.kakeyu.org/kakeyu/index.html

https://www.onsen-history.com/3067/

https://www.kakeyu.or.jp/about.html
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